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中・高校運動選手における競技バーンアウト尺度の因子構造の検討

小橋川久光宮城政也大嶺哲司
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Abstract

ＴｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｔｏａｎａｌyzethefactorstructuresofburnoutinJuniorhigh

school，Siniorhighschoolathlet'ｓ＆Siniorhighschoolbaseballplayersbyfactoranalysis・

Inaddition，wepublishedtherelationshipsbetweenAhtleticBurnoutlnventory（ABI）ａｎｄ

MaudsleyPersonalitylnventory（MPI）inSiniorhighschoolbaseballplayers，

Theresultsobtainedwereasfonows；

１）ThetwofactorsofburnoutwereextractedbyfactoranalysisinJuniorhighschool，

Siniorhighschoolathlet'ｓ＆Smiorhighschoolbaseballplayers・ＡｎｄthenⅢcumulative

contributionswere276％forJuniorhighschool，31.3％forSiniorhighschoolathletⅢｓａｎｄ

35.5％forSmiorhighschoolbaseballplayers，respectively、

２）WeunderstandedthatJuniorandSiniorhighschoolathlet'swerenotbumoutbut

suspectedburnout、

３）Thecorrelations（Peasonr）ofABIforascoreofExtravertion-IntrovertionofMPI

（r-0.37,ｐ＜､01)，andascoreofNeuroticismofMPI（r＝0.39,ｐ＜､０１）ｗｅｒｅsignificant．

研究目的 くなった麻薬中毒者の状態を指す俗称（burnout

ondrug）であり、現在のような使われ方をする

ようになったのは、1970年代半ばにアメリカの精

神科医Freudenberger（1974)'5）が医師、ソー
シャルワーカーなどの対人サービスを担う専門職

の人々の仕事上の諸条件から生じる、身体的、情

緒的消耗によって現れる種々の心理的問題を、今

日の意味でいう「燃えつき」という言葉で用い始

燃えつき症候群（BurnoutSyndorome）とい

う用語は、医療スタッフのメンタルヘルスの問題

として、王にアメリカで研究が行われてきた。

宗像・稲岡（1994)1)19）によれば、この「燃え

つき」という用語は、もともと1960年代のアメリ

カのヘルス・ケア領域で、全く手の施しようもな

＊Phys,Educ.，ＣｏｌＬｏｆＥｄｕｃｉＵｎｉｖ・oftheRyukyus．

＊＊Phys、Educ.，DivisionofGeneralEduQ，Univ、oftheRyukyus．
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めたのが最初である、と報告している。さらに、

Freudenberger(1974）は､燃えつきに陥る過程な

どに焦点をあてた研究を行い、1974年にJournal

ofSociallssues誌にその結果を発表して以来、

社会ﾉ心理学、臨床心理学の分野で大きな関心事と

なった。

近年、わが国のスポーツ心理学界においても、

岸・中込（1988）4)-9)11)-13）らのグループを中

心に、運動選手の記録の停滞、試合での敗北、怪

我などによって生ずる、無気力、抑うつといった

心理的不適応の一部が、運動選手のパーンァウト

に対応する現象ではないかと注目し始めた。そし

て、彼らは、従来の対人サービス領域でのバーン

アウト研究に着眼し、運動選手のパーンアウトに

関する概念的枠組みの中で症候群的視点からパー

ンアウトを捉えた。その際、Maslacb＆Jackson

(1981)'6)の作成したMaslachBurnoutlnventory
(MBI）が運動選手のバーンアウトを測定するの

に適切であると考え、ＭＢＩを競技場面に置き換

えた質問項目を大学運動選手に実施している。そ

の因子分析の結果、第１因子（競技に対する情緒

的消耗）、第２因子（個人的成就感）、第３因子

(チームメイトとのコミュニケーションの欠如）、

第４因子（競技への自己投入）の４因子を抽出し、

運動選手版パーンアウト尺度を作成した。

ところで、青年後期にバーンアウトした競技者

の多くは、早期からのスポーツへの同一化ないし

は強固な、しかも限定された自我同一性の形成と

いったような側面が関係しているのではないかと

いう指摘6）があるように、早期のスポーツ経験

は、その後の人格形成に多大な影響を及ぼすこと

が考えられる4）。しかし、現在においては、自

我同一性が形成したであろう大学運動選手や一流

競技者を対象にしたパーンアウト研究に力が注がれ、

青年後期以前に位置するジュニア期を含めたパー

ンアウト研究は極めて少ないのが現状であり、ジュ

ニア期を含めた研究が必要であると考えられている。

そこで、筆者らは、1993年以来、青年後期の前

段階にあたる中・高校運動選手を対象にし、バー

ンアウト尺度の検討およびその因子構造の把握を

試みることを目的に研究を行ってきた。本研究は、

小橋川ら'0)が中学運動選手を対象とした研究を

沖縄心理学会で、宮城ら'8）が高校野球選手を対

象にした研究を九州体育学会で口頭発表、大嶺の

高校運動選手全般の修士論文の一部をまとめたも

のである。以上のことから本研究の目的は、スポー

ツ選手のパーンアウト度を測定するために、岸・

中込によって作成されたＡＢＩ（AthleticBurnout

lnventory）の中・高校生への適応可能性と因子

構造を検討するものである。なお、高校野球選手

においては、バーンアウト尺度と性格特性（ＭＰ

Ｉ）との関連について明らかにするものである。

方法

1）調査対象および調査期日

中学校運動選手468名（男子279名、女子189

名）、1994年10月～11月

高校野球選手473名、1993年５月～６月

高校運動選手810名（男子495名、女子315

名）、1995年４月～６月

２）調査項目

岸・中込らが作成したＡＢＩ（AthleticBurnout

lnventory：１９項目）を用いた。なお、高校野球

選手については、バーンアウト尺度と性格特徴と

の関連性を明らかにするためＭＰＩ（Maudsley

Personalitylnventory：８０項目）について調査

を行った。評定尺度は、中学生運動選手、高校生

運動選手においては５件法、高校野球選手におい

ては７件法を用いた。

結果

【結果－１】因子分析について

まず始めに、運動選手を対象としたパーンアウ

ト尺度の因子構造を検討するため、パーンアウト

尺度（19項目）の相関行列を求め、それに基づい

て重相関係数の自乗による共通性を推定し主因子

法によって因子を抽出し、パリマックス回転を施

した。回転前の固有値については、表１に中学運

動選手、表２に高校野球選手、表３に高校運動選

手の結果が示されている。いずれにおいても第２

因子と第３因子との間にかなりの落差が見られる

ことにより第２因子まで抽出することが適切であ

ると判断される。

－１００－
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表１．中学運動選手の回転前の固有値表３．高校運動選手の回転前の固有値

１４．４８１６６２３．６２３．６

２１．５７５７０８．３３１．９
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３０．６５３８２３．４３５．３

４０．３８６６６２．０３７．４

表２．高校野球選手の回転前の固有値
表４～６に回転後の因子負荷行列が示してある。

固有値1.0以上、因子負荷量0.4を基準に因子項目

抽出および因子の解釈を行った。表４の中学生に

ついて、第１因子は、項目番号（２，８，１２，１４，

１６，１８，１９）の７項目、第２因子には、項目番号

(１，７，９，１０，１１，１３）の６項目であり、項

１５．０９４１０２６．８２６．８

２１．６５４８０８．７３５．５
０■Ｕ●●〔＝＝＝=-=-=－，●O●●Ｇ■●●●●●■B●●●●●●●●ＤＯＤ●０，●●、～０，●●ＤＵ０ＯＤＣ●●”●●●●5吋0■●●Ｄ●ﾛＯＤＣ●坤●O“ＯＤＣ●０●■●Ｄ００ＯＤ●ＯＤ“０，＄O●●●●”、

３０．６７４９０３．６３９．１

４０．４１６１０２．２４１．３

表４．中学運動選手の回転後の因子負荷行列

１６．６１１．０２７．６

－１０１－

F1記1雲1囹壹1函弩窒珂

【餓技に対する情緒的消耗）

1．私は競技生活にうんざりしている

3．私は競技に燃え尽きたと感じる

5．自分自身の競技の目標がはっきりと定まっていない

7．競技することがつまらなくなったと感じる

9．練習することは今の私にとって大きなストレスとなっている

１１．以前平気でやっていた練習が今は蝿でたまらない

１３．私は競技に行き苗まっていると感じている

1７．私は練習のしすぎだと思う

-０．１１６

０．１７９

０．０１５

-0.238

-0.085

-0.199

-0.102

0．１８２

溌
鱸
》

３
６
８
１
８
７
４
５

５
４
８
７
７
０
６
１

２
１
０
３
３
４
３
１

●
●
■
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０

第２因子（個人的成就感）

2．私はチームに貢献している

８．私はクラブに関する問題をうまく解決している

１４．私の役割やチームヘの貢献はチームから十分囲められている

１６．私はクラブの人逮とリラックスした雰囲気を容易に作ることができる

１８．私はクラブの人達からよく理解されている

0.354

0.042

0.028

-０．１０２

0．０２１

５
０
０
２
３

４
７
４
５
４

３
２
４
３
４

■
●
●
●
●

０
０
０
０
０

第３因子（チームメイトとのコミュニケーションの欠如）

４．周りの人たちは私を快く思っていない

１０．私はクラブの人連と親密な交際ができなくなっている

１５．チームメイトとのコミュニケーションが少なくなった

0．０５１

-0.165

0.008

－０．３６１

鱸…:iii蕊ｉｉｉ簿l11ii……
-０．３５６

０．１３３

０．２５０

０．１２７

第４因子（競技への自己投入）

６．チームメイトは自分にとって大切な人逮である

１２．私の競技生活はこれまで非常に価値のあるものであった

19．私はチームメイトと練習した後は有窟穣な気持ちになる

５３３
●

０

-０．１０３

－０．０７８

－０．１３４

３
６
１

２
２
２

１
３
３

●
●
●

０
０
０

因子寄与率（％） 1６．６ 1１．０ 2７．６

３０．６０８８０３．２、３０．８

４０．５１１８０２．７３３．５
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目番号（３，４，５，６，１５，１７）が欠落してい

る。また、欠落した項目の共通性の推定値におい

ても他の項目と比較して非常に低いことを示して

いる。また、第１因子の寄与率16.6％、第２因子

の寄与率11.1％であり、第２因子までが説明する

分散は、全体の27.6％であった。

そこで、上記の結果を基に因子の解釈および命

名を試みた。今回抽出した第１因子は、岸・中込

が抽出した第２因子によく対応しており、一部第

４因子（項目12.19）を含んでいる。このことか

ら第１因子は、個人的成就感と命名することがで

きる。第２因子は、岸・中込の第１因子とよく対

応し一部第３因子（項目10）を含んでいる。この

ことから第２因子は、情緒的消耗と命名すること

ができる。

表５．高校野球選手の回転後の因子負荷行列

３５．５

－１０２－

－－－
第１因子（競技に対する情緒的消耗）

R、圖目墨調圖目目正麺珂iｉ

1．私は観技生活にうんざりしている

３．私は観技に燃え尽きたと感じる

５．自分自身の醗技の目標がはっきりと定まっていない

７．競技することがつまらなくなったと感じる

９．練習することは今の私にとって大きなストレスとなっている

１１．以前平気でやっていた練習が今は戯でたまらない

１３．私は餓技に行き鱈まっていると感じている

１７．私は練習のしすぎだと思う

澱
!:::ﾆﾊB:5汗;

鱸 :｡；●;旬?｡:ぢく･5,6や才：

0.399

３
３
０
１
３
２
１
０

９
５
３
４
１
７
１
１

０
１
０
０
１
１
１
０

●
●
●
●
●
●
●
●

０
Ｏ
０
０
０
０
０
Ｃ

１
０
０
３
３
７
２
７

９
１
６
７
２
７
０
７

６
２
１
６
５
６
５
２

■
の
●
■
□
●
■
●

０
０
０
０
０
０
０
０

第２因子（個人的成就感）

２．~私はチームに貢献している

８．私はクラブに関する問題をうまく解決している

１４．私の役割やチームへの貢献はチームから十分豚められている

１６．私はクラブの人連とリラックスした雰囲気を容易に作ることができる

１８．私はクラブの人達からよく理解されている

８
０
７
６
６

０
０
９
６
６

１
１
０
１
０

●
●
●
Ｂ
●

０
０
０
０
０

２
８
８
８
１

５
５
９
３
４

３
２
３
２
３

●
●
●
Ｄ
Ｂ

０
０
０
０
０

第３因子（チームメイトとのコミュニケーションの欠如）

４．周りの人たちは私を快く思っていない

１０．私はクラブの人逮と親密な交際ができなくなっている

１５．チームメイトとのコミュニケーションが少なくなった

0.357

0.408

０．３７３

０．２５０

０．４１２

鱒;iiii蕊Ｉ

0.190

0.337

0.300

第４因子（競技への自己投入）

６．チームメイトは自分にとって大切な人連である

１２．私の餓技生活はこれまで非常に価値のあるものであった

１９．私はチームメイトと練習した後は有慮穣な気持ちになる

0.160

0.300

０．３９４

0．３３６

０．３３８

０．３６０

0.138

0.204

0.285

因子寄与率（％） 2３．１ 1２．４ 3５．５
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表６．高校運動選手の回転後の因子負荷行列

３１．３

と全てが対応し一部第４因子（項目15）を含んで

いる。このことから個人的成就感と命名した。

表６の高校運動選手について、第１因子は、項

目番号（１，３，７，９，１１，１３，１７）の７項目、

第２因子は、項目番号（４，６，１０，１４，１５，１６，

１８，１９）８項目であり、項目番号（２，５，８，

１２）が欠落している。また、第１因子の寄与率

23.3％、第２因子の寄与率8.0％であり、第２因子

までの説明する分散は、全体の31.3％であった。

因子の解釈および命名の結果は、今回抽出した第

１因子が、岸・中込が抽出した第１因子と８項目

中７項目が対応することから、競技に対する情緒

表５の高校野球選手について、第１因子は、項

目番号（１，３，７，９，１１，１３，１７）の７項目、

第２因子には、項目番号（２，８，１４，１５，１６，

１８）の６項目であり、項目番号（４，５，６，１０，

１２，１９）が欠落している。またぐ第１因子の寄与

率26.6％、第２因子の寄与率8.9％であり、第２因

子までの説明する分散は、全体の35.5％であった。

そこで、上記の結果を基に因子の解釈および命名

を試みた。今回抽出した第１因子は、岸・中込が

抽出した第１因子と８項目中７項目が対応するこ

とから競技に対する情緒的消耗と命名した。第２

因子は、岸・中込みが抽出した第２因子の５項目

－１０３－

子（競技に対する情I！；的消耗）

１ 私は競技生活にうんざりしている

３．私は競技に燃え尽きたと感じる

５ 自分自身の競技の目標がはっきりと定まっていない

７．競技することがつまらなくなったと感じる

９．練習することは今の私にとって大きなストレスとなっている

１１．以前平気でやっていた練習が今は蟻でたまらない

１３．私は競技に行き詰まっていると感じている

１７．私は練習のしすぎだと思う
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第２因子（個人的成就感）

2．私はチームに貢献している

8．私はクラブに関する問題をうまく解決している

１４．私の役割やチームへの貢献はチームから十分鰹められている

16．私はクラブの人達とリラックスした雰囲気を容易に作ることができる

１８．私はクラブの人達からよく理解されている
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第３因子（チームメイトとのコミュニケーションの欠如）

４．周りの人たちは私を快く思っていない

１０．私はクラブの人達と親密な交際ができなくなっている

１５．チームメイトとのコミュニケーションが少なくなった
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第４因子（競技への自己投入）

６．チームメイトは自分にとって大切な人逮である

１２．私の観技生活はこれまで非常に価値のあるものであった

１９．私はチームメイトと練習した後は有慮醸な気持ちになる
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的消耗と命名した。第２因子の命名を行うため、

今回の調査で抽出した第２因子の意味内容を検討

した結果、全ての項目で「チームメイトと…」

｢クラブの人達と…」などの対人関係の疎通性の

問題を含む項目が抽出されたことと、岸・中込が

抽出した第３因子を全て含むことから、彼らの命

名をそのまま適用し、チームメイトとのコミュニ

ケーションの欠如と命名した。このことは、第２

因子において、同じ高校生を対象とした野球選手

との間に因子構造の違いがみられた。

表８．ＡＢ｜尺度とＭＰ１間の相関係数

変数 ｒ

Ｅ尺度

外向性一内向性

Ｍ －０．３７

＊＊

Ｐ

Ｎ尺度

神経症的傾向

0.39

Ｉ ＊＊

*＊：Ｐ＜０１【結果－２】高校野球選手のパーンアウト尺度と

性格特徴（ＭＰＩ）との関連性について

表８は、バーンアウト尺度と性格特徴（ＭＰＩ）

（内向性・外向性／Extravertion・Introvertion）

以下、Ｅ尺度と、（神経症的傾向／Neuroticism）

以下Ｎ尺度との間の相関係数を示したものである。

Ｅ尺度とバーンアウト尺度との間に（r＝-0.37）

１％水準で有意な負の相関関係が認められ、Ｎ尺

度との間に（r＝0.39）１％水準で有意な相関関

係が認められた。

さらに、詳細な性格との関わりをみるために、

９つのＭＰＩ判定カテゴリー別性格特徴における

バーンアウト平均値比較を行った。その結果、表

７に示すように、最もバーンアウト得点が高いカ

テゴリーとして、Ｅ-Ｎ÷（非常に内向的で神経

症的傾向が非常に強い）平均58.3点となり、最も

パーンアウト得点の低いカテゴリーとして、Ｅ＋

Ｎ￣（非常に外向的で神経症的傾向はほとんどな

い）平均27.7点となった。また、分散分析による

各カテゴリー間における平均値比較の結果（Ｆ＝

17.02）１％水準で有意な差が認められた。

表７．ＭＰ｜判定カテゴリー別ＡＢｌ平均得点

MPI判定カテゴリー SＤ

Ｅ－Ｎ＋ 1６．１

Ｅ－Ｎｏ 6.3

ＥＯＮ÷ 13.7

ＥｏＮｏ 15.4

考察

Ｅ十Ｎ－ 1６４

【考察－１】因子分析の検討

岸・中込の大学生を対象とした因子構造の検討

の結果が第４因子まで抽出され、第４因子までの

説明率が52.3％であったのに対して、今回の中・

高校運動選手を対象とした場合は、第２因子まで

しか抽出されなかったことと、第２因子までの説

明率が中学運動選手では27.6％、高校野球選手で

は35.5％、高校運動選手では31.9％と低い値を示

したことから、明らかに因子構造の差異が伺える。

中学生については、欠落した項目番号の中に競技

パーンアウトで重要と思われる項目３、「私は競

技に燃え尽きたと感じる」、項目１７「私は練習の

Ｅ－Ｎ－ 13.8

ＥｏＮ－ 10.9

Ｅ＋ＮＣ 15.1

Ｅ十Ｎ－ 12.7

F＝17.02（＊＊）。f＝8,467,＊＊：Ｐ＜０１
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中・高校運動選手における競技バーンアウト尺度の因子構造の検討

卜を考えるとき、今回の調査はバーンアウト尺度

の高低のみならず、性格特徴、精神症状といった

選手個々の心理的特徴も十分に考慮すべきである

ということを示すものであり、パーンアウト判定

において重要なファクターになりうるものと思わ

れる。

しすぎだと思う」等があり、この結果は必ずしも

競技バーンアウトを示していると解釈することは

妥当ではないと思われる。

一方、高校野球選手および高校運動選手につい

ては、岸・中込が抽出した第１因子に８項目中７

項目が対応したことと、バーンアウトの中核をな

す「私は競技に燃え尽きたと感じる」という項目

が抽出された。また、第１因子については、中学

運動選手に比べ本来の競技バーンアウトの第１因

子に類似した項目が抽出されたこと、および累積

寄与率が高くなったことから、多少競技パーンア

ウトの因子構造に近づく傾向にあった。しかしな

がらいずれの因子分析においても、２因子しか抽

出されなかったことは、中学運動選手同様、高校

レベルにおいても因子が完全に分化しておらず必

ずしも競技バーンアウトを示していると解釈する

ことは妥当ではないと考えられる。スポーツ少年

団（小学校レベル）を対象とした因子分析の結果

においても、「情緒的疲弊因子」と「自己成就、

隣人化因子」の２因子しか抽出されず、このレベ

ルでのやる気の停滞現象は、疑似パーンアウトと

解釈されており'7)、本結果も同様な解釈ができよ

う。

まとめ

中・高校運動選手および高校野球選手にバーン

アウト尺度を実施し、因子分析（主因子解、ノー

マルパリマックス回転）を行った結果、下記の通

りである。

ｌ）中学運動選手、高校野球選手および高校運

動選手いずれにおいても第２因子までしか

抽出されなかった。累積寄与率は、それぞれ

27.6％、35.5％、31.3％であった。

２）中・高校レベルでは競技パーンアウトと解

釈するより疑似バーンアウトと解釈すること

が妥当と思われた。

３）バーンアウト得点とＭＰＩ、Ｅ尺度（ｒ＝

‐0,37）、Ｎ尺度（r＝0.39）との間に、１％

水準で有意な相関関係が認められた。

文献【考察－２】パーンアウト尺度と性格特徴

（ＭＰＩ）との関連性について

パーンアウト得点とMPI、Ｅ尺度(r＝-0.37)、Ｎ

尺度（r＝0.39）との間に、１％水準で有意な相

関関係が認められた。特にＮ尺度（神経症的傾向）

については、岩佐ら2)の報告した（r＝0.322)０．１

％水準で有意な相関関係と、ほぼ同様の結果が得

られた。

また、ＭＰＩ判定カテゴリーについて、今回最

もバーンアウト平均得点値が高かったＥ￣Ｎ＋

(非常に内向的で神経症的傾向が非常に強い）の

性格特徴としては、「正直、真面目で責任感がつ

よく、反応を起こしやすい、また、時には抑うつ

的になり、自分自身が悩むことは他のいずれの性

格よりも強く、些細なことで自分に責任を問う傾

向がある」があげられ、このことはバーンアウト

の基本的な病前性格とほぼ一致していると考えら

れる。

このように、高校野球選手におけるバーンアウ
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